
あけましておめでとうございます    肥留間 智子 
１２月には、収束傾向を見せていた感染症ですが、年が明けてまた新たな状況に変化しているよう

です。毎日変化する感染症の状況を聞くと、これからどのような状況になるのか、予定通り教育活動

は行えるのか、心配が尽きません。しかし、今日から３学期が始まります。子どもたちにとって大切

な学びを止めることなく、できる限り無事に実施することができるよう祈るばかりです。学校としま

しては、これまで通り感染症予防対策をきちんと行い、教育活動の目的達成のために教職員一同努力

して参りますので、引き続きご家庭、地域の皆様のご理解ご協力をお願いいたします。 
さて、今日の始業式では、以下の話をしました。一年のまとめをしっかり行い、４月から始まる一

つ上の学年に自信を持って進むことができるように指導して参りたいと思います。  
今日は第３学期の始業式なので、高階南小学校の皆さんに３学期に頑張ってほしいこ

とをお話します。何だと思いますか？一年間の始まりに、３つのスローガンを自慢にし

ようと言いましたね。１学期は「さわやかなあいさつ」、２学期は「明るい教室」を中心

に頑張ってきました。では、３学期は・・・そうです「きれいな学校」を自慢にしたい

です。もっと言えば、３学期は一年のまとめなので、「さわやかなあいさつ」「明るい教室」にも引き

続き取り組んで、『高階南小学校の子どもたちは全員、３つのスローガンを自慢にするために頑張っ

ています』と胸を張って言いたいと思っています。 
「きれいな学校」は、一年間お世話になった学校を大切に使い、毎日の掃除では、１５分間「心を

込めて」「黙って」自分の役割を一生懸命に行う「黙々清掃」を行い、きれいな学校を守っていくと

いうことです。掃除は、「心を磨く」とも言われています。掃除をするときには、あれこれ考えずに

きれいにすることに集中すると、心が落ち着いてきます。皆さんも行ったことがあると思いますが、

ディズニーランドはゴミ一つ落ちていません。きれいな場所だからこそ誰にとっても楽しい場所にな

っています。きれいな場所は、学習するにも生活するにもいい成果、結果を出すためには欠かせない

のです。メジャーリーグで大活躍した大谷翔平選手も、野球道具を大切にして、部屋の掃除も毎日や

っていたそうです。掃除は、大切なことに気付いたり感謝の気持ちを持ったりすることができて、自

分自身を本当に強くしてくれたと実感しているそうです。学校を掃除するには、その場所をよく見て、

どこが汚れているかどうしたらきれいになるか、考えなければできません。それは、自

分のことだけではなく、学校にいるいろんな人のことを考えるということにつながりま

す。これは「思いやり」の気持ちです。つまり「きれいな学校」も、笑顔あふれる高階

南小学校につながっているのです。 
そこで、３学期は「きれいな学校」を自慢にするためのリーダー「お掃除マイスター」を募集しま

す。これまでと同じで、校長室前のポストに自分の名前を入れて応募してください。自分で考えて行

動できるたくましい皆さんを待っています。それでは、一年間のまとめの３学期、３つのスローガン

を高階南小学校の自慢にできるように頑張っていきましょう。  
学生ボランティアのご紹介 
１学期に本校卒業生で、教育実習を行った東京家政大学の内田凛花さん、文京学院大学の沢田琴音さんが、

週２～３日程度ボランティアとして子どもたちの支援を行っています。どうそよろしくお願いします。 
南小だより さわやかなあいさつ 明るい教室 きれいな学校 
学校教育目標「心豊かにたくましく生きる児童の育成」    令和４年１月１１日             かしこい子 やさしい子 たくましい子      第１１号 
今月の生活目標 『好き嫌いなく食べよう』       川越市立高階南小学校 


